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Ⅰ．はじめに 

炎症性腸疾患の一つである潰瘍性大腸炎(UC)は、大腸粘膜に慢性的な炎症を引き起こす特発性

の疾患である。国内の患者数は約 22 万人と推定されている。主な臨床症状として、血性下痢や腹

痛が挙げられ、病態の進行に伴い全身性の症状が現れる。その病因には、腸管免疫応答の異常を

はじめとする遺伝的要因、食事や薬物、腸内細菌叢の変化などの環境要因、さらにはストレスな

どの心理的要因が関与すると考えられているが、その詳細な機序は十分に解明されていない。  

近年、UC 患者の約 37％にサルコペニアが併発していることが報告され¹⁾、予後への影響が懸念

されている。加齢以外の要因によるものは「二次性サルコペニア」と呼ばれ、慢性炎症による炎

症性サイトカインの過剰産生が、ユビキチン・プロテアソーム系やオートファジーなどのタンパ

ク質分解経路を活性化させ、筋萎縮を引き起こすと考えられている²⁾。しかし、UC における骨格

筋萎縮の詳細な分子メカニズムは明らかにされていない。 

ジャワショウガ(Zingiber purpureum)は、インドネシアを中心に東南アジアで、民間伝統薬として

利用されている。これまでに、ジャワショウガは抗炎症作用や抗酸化作用などを有することが知

られている³⁾。しかしながら、UC の患者の骨格筋萎縮に及ぼすジャワショウガの影響に関する知

見はほとんどない。 

 

Ⅱ．目的 

本研究では、潰瘍性大腸炎の骨格筋萎縮に及ぼすジャワショウガの生理機能を明らかにするた

めに、デキストラン硫酸ナトリウム(DSS)を用いた UC 誘発サルコペニアモデルマウスにおいて、

ジャワショウガ抽出物(BaE)が骨格筋萎縮に及ぼす影響を検討した。 

 

Ⅲ．研究方法 

本研究は、青森県立保健大学動物実験委員会に実験計画の申請を行い、承認の後実験を開始し

た(承認番号：A24002)。C57BL/6 雄性マウスを、Con 群(蒸留水＋標準飼料)、DSS 群(DSS 液＋標

準飼料)および DSS＋BaE 群(DSS 液＋BaE 含有飼料)の 3 群に分け、2 週間投与した。投与期間は

体重および血便、便の性状を測定し、疾患活動性指数(DAI)を算出した。終了時に腓腹筋を採取し、

化学固定後、ヘマトキシリン・エオシン染色を施した。炎症関連転写因子である Nuclear factor kappa 

B (NFκB) p65 タンパク質、タンパク分解に関わるユビキチンリガーゼの mRNA 発現量を、ウエス

タンブロット法あるいはリアルタイム PCR 法を用いて解析した。 
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Ⅳ．結果及び考察 

１．体重変化および DAI   

体重は 3 群間で有意差はなかった。DSS 群及び DSS＋BaE 群の DAI スコアは、投与 9 日目以

降、Con 群と比べて上昇したが、DSS＋BaE 群は DSS 群に比べて低下傾向であった。  

 

２．腓腹筋の重量および筋線維束面積に及ぼす影響  

DSS 群の相対腓腹筋重量及び筋線維束面積は Con 群と比較して減少した。これに対して、DSS

＋BaE 群では DSS 群と比較して、これらの値は有意に増加した。  

 

３．腓腹筋の炎症関連因子に及ぼす影響  

DSS＋BaE 群の NFκB p65 タンパク質及び Tumor necrosis factor (TNF) -α mRNA の発現量は DSS

群と比較して減少した。DSS 群の Interleukin (IL) -6 mRNA の発現量は、Con 群に比べて増加した

が、DSS＋BaE 群では DSS 群と比較して減少した。  

 

４．腓腹筋のユビキチンリガーゼの mRNA発現量に及ぼす影響  

DSS 群は Atrogin-1 及び Muscle ring finger (MuRF) -1 の mRNA 量は Con 群と比較して増加した

が、DSS＋BaE 群では DSS 群と比較して減少した。  

 

以上から、BaE は潰瘍性大腸炎の骨格筋の炎症を抑制し、また、Atrogin-1 や MuRF-1 の減少を介

して、骨格筋萎縮を抑制することが示唆された。 
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